
10

20

JP 7633302 B2 2025.2.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7633302号

(P7633302)
(24)登録日　令和7年2月10日(2025.2.10)(45)発行日　令和7年2月19日(2025.2.19)

(54)【発明の名称】　燃料と空気の混合気に点火するための装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ０２Ｂ 19/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ０２Ｂ 19/12 　　　Ｃ 　　　
　Ｆ０２Ｂ 19/12 　　　Ｄ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-63142(P2023-63142)
(22)出願日　 令和5年4月10日(2023.4.10)
(65)公開番号　 特開2023-160754(P2023-160754 

A)
(43)公開日　 令和5年11月2日(2023.11.2)

審査請求日　 令和5年4月10日(2023.4.10)
(31)優先権主張番号　10 2022 109 745.5   
(32)優先日　 令和4年4月22日(2022.4.22)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 510238096
ドクター  エンジニール  ハー  ツェー  エ 
フ  ポルシェ  アクチエンゲゼルシャフト
Ｄｒ．  Ｉｎｇ．  ｈ．ｃ．  Ｆ．  Ｐｏｒ 
ｓｃｈｅ  Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓ 
ｃｈａｆｔ
ドイツ連邦共和国  シュツットガルト  ポ 
ルシェプラッツ  １
Ｐｏｒｓｃｈｅｐｌａｔｚ  １，  Ｄ－７ 
０４３５  Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ，  Ｇｅｒ 
ｍａｎｙ

(74)代理人　 100202647
弁理士　寺町  健司

(72)発明者　 ヴィンセンツォ  ベヴィラクア
ドイツ国  ７４３２１  ビーティッヒハイ 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 燃 機 関 （ １ ０ ０ ） の シ リ ン ダ ー （ ２ ） の 燃 焼 室 （ ３ ） 内 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火  
す る た め の 装 置 （ １ ） で あ っ て 、
‐ 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 燃 焼 室 （ ３ ） 外 に 配 置 さ れ て お り 、 予 燃 焼 室 （ １ ２ ） 内 で 易 燃  
性 の 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 可 能 で あ る 点 火 装 置 （ １ ３ ） を 有 す る 第 １ の 予 燃 焼 室 （ １  
２ ） と 、
‐ 前 記 第 １ の 予 燃 焼 室 （ １ ２ ） の 一 部 の 周 囲 に 延 在 し て お り 、 前 記 第 １ の 予 燃 焼 室 （ １ ２  
） に 流 路 が 接 続 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 予 燃 焼 室 （ １ ５ ） と 、 を 有 す る 装 置 （  
１ ） に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 予 燃 焼 室 （ １ ５ ） は 、 完 全 に 前 記 燃 焼 室 （ ３ ） 内 に 配 置 さ れ て お り 、 円 錐 台  
状 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 シ リ ン ダ ー （ ２ ） の シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド （ ９ ） か ら 出 発 し て 前 記  
燃 焼 室 （ ３ ） 内 に 拡 張 す る よ う に 成 形 さ れ て お り 、 か つ 前 記 第 １ の 予 燃 焼 室 （ １ ２ ） よ り  
大 き な 容 量 を 有 し 、
前 記 装 置 （ １ ） が 、 前 記 第 ２ の 予 燃 焼 室 （ １ ５ ） 周 囲 に 延 在 し て い る 少 な く と も １ つ の 第  
３ の 予 燃 焼 室 （ １ ６ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ３ の 予 燃 焼 室 （ １ ６ ） が 、 前 記 第 ２ の 予 燃 焼 室 （ １ ５ ） よ り 大 き な 容 量 を 有 す る  
よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　7　（全7頁）
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　 前 記 装 置 （ １ ） が 、 ｋ の 数 （ た だ し ｋ ≧ １ ） の さ ら な る 予 燃 焼 室 を 有 し 、 前 記 予 燃 焼 室  
が 、 そ れ ぞ れ 上 述 の 予 燃 焼 室 の 周 囲 に 延 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の  
装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ｋ の 予 燃 焼 室 が 、 前 記 第 ｋ － １ の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る よ う に 形 成 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 装 置 （ １ ） が 、 燃 料 噴 射 手 段 を 有 し 、 前 記 燃 料 噴 射 手 段 が 、 前 記 第 １ の 予 燃 焼 室 （  
１ ２ ） よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 前 記 予 燃 焼 室 （ １ ５ 、 １ ６ ） の い ず れ か の 中 に 延 在 し て い  
る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置  
（ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 予 燃 焼 室 （ １ ２ ） が 、 少 な く と も 部 分 的 に 円 錐 状 に 形 成 さ れ て お り 、 少 な く  
と も 部 分 的 に 燃 焼 室 （ ３ ） の 方 向 に 内 側 か ら 外 側 へ 先 細 り に な る よ う に 成 形 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ） が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 内 燃 機 関 （ １ ０  
０ ） の シ リ ン ダ ー （ ２ ） の 燃 焼 室 （ ３ ） 内 に 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の 装 置 （  
１ ） を 備 え た 内 燃 機 関 （ １ ０ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の プ リ ア ン ブ ル に 記 載 の 、 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ー の 燃 焼 室 内 で 燃 料  
と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の 装 置 に 関 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 そ の よ う な 装 置 を 備  
え た 内 燃 機 関 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ー の 燃 焼 室 内 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る  
た め に 設 け ら れ て い る 装 置 が 、 ま っ た く 異 な る 実 施 形 態 で 公 知 で あ る 。 そ の よ う な 装 置 は  
、 予 燃 焼 室 を 有 し 、 そ の 中 に 収 納 さ れ た 点 火 装 置 に よ っ て 、 易 燃 性 の 燃 料 と 空 気 の 混 合 気  
に 点 火 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 相 対 的 に 小 さ い 容 量 の た め に 、 燃 料 は 直 接 に は 予 燃 焼  
室 内 に 噴 射 さ れ な い （ 受 動 的 予 燃 焼 室 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 い わ ゆ る 予 燃 焼 室 ジ ェ ッ ト 点 火 の 場 合 、 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 の 一 部 は 、 内 燃 機 関 の 圧 縮  
行 程 中 に 、 予 燃 焼 室 内 部 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 引 火 す る よ う に 予 燃 焼 室 に 押 し 出 さ れ る  
。 こ の 引 火 は 、 さ ら に 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 に 伝 播 す る 。 そ の 結 果 、 燃 焼 室 内 で の 燃 料 と 空  
気 の 混 合 気 の 燃 焼 が 高 速 化 す る と 共 に ノ ッ キ ン グ 発 生 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 、 受 動 的 予 燃 焼 室 は 、 燃 焼 室 内 で 移 動 す る ピ ス ト ン の 上 死 点 時 、 燃 焼 室 の 容 量 の 約  
２ ～ ５ ％ に 相 当 す る 、 相 対 的 に 少 な い 容 量 を 有 す る 。 予 燃 焼 室 の こ の 少 な い 容 量 に よ っ て  
、 予 燃 焼 室 内 で の 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 の 点 火 に よ っ て 生 じ る 加 速 効 果 は 、 燃 焼 行 程 の 最 初  
の 段 階 （ 総 燃 焼 時 間 の 約 ０ ～ １ ０ ％ ） に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 そ れ ぞ れ 主 燃 焼 室 に 接 続 さ れ て い る 複 数 の 予 燃 焼 室 を 備 え た 内 燃  
機 関 が 公 知 で あ る 。 予 燃 焼 室 は 、 予 燃 焼 室 ガ ス バ ル ブ に よ っ て 、 燃 料 ガ ス お よ び 空 気 か ら  
な る 混 合 気 を 収 容 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 各 予 燃 焼 室 は 、 さ ら に 、 流 路 開 口 部 を 通 じ  
て 相 互 に 接 続 さ れ 、 容 量 の 大 き い 順 に 配 置 さ れ て い る 最 大 ３ つ の 副 燃 焼 室 を 有 す る 。 第 １  
の 副 燃 焼 室 は 、 予 燃 焼 室 ガ ス バ ル ブ と 、 燃 料 ガ ス お よ び 空 気 か ら な る 混 合 気 に 点 火 す る た  
め の 点 火 装 置 と を 有 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ ２ ２ ／ ０ １ １ ４ ０ ０ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 の 点 火 お よ び 燃 焼 行 程 を さ ら に 改 良 す る こ と が 可 能 な 、  
冒 頭 に 記 載 の 種 類 の 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の 装 置 を 使 用 で き る よ う に す る こ  
と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 解 決 策 に よ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 を 備 え た 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ー の 燃 焼  
室 内 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の こ の 種 の 装 置 が 提 供 さ れ る 。 従 属 請 求 項 は 、  
本 発 明 の 有 利 な 発 展 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 、 内 燃 機 関 の シ リ ン ダ ー の 燃 焼 室 内 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め  
の 装 置 は 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 が 完 全 に 燃 焼 室 内 に 配 置 さ れ て お り 、 特 に 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ  
て お り 、 第 １ の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 予 燃 焼 室 点 火 の 加 速 効 果 は 、 燃 焼 室 内 で 第 １ の 予 燃 焼 室 の 一 部 の 周 囲 に 延 在 し て お り 、  
第 １ の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 、 特 に 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 予 燃 焼 室 を 設  
け る こ と に よ っ て 、 著 し く 増 大 で き る こ と が 示 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 か ら  
流 出 し て 燃 焼 室 に 流 入 す る 燃 焼 エ ネ ル ギ ー を 有 利 に 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 流 路 開 口 部  
の 孔 面 と 予 燃 焼 室 容 量 と の 一 定 の 比 率 が 維 持 さ れ な け れ ば な ら な い の で 、 第 １ の 予 燃 焼 室  
の 容 量 の 単 な る 拡 大 に よ っ て は 、 同 じ 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の 効 果 を さ ら に 一 層 強 化 す る た め に 、 本 装 置 が 、 特 に 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て お り 、  
第 ２ の 予 燃 焼 室 周 囲 に 延 在 し て い る 少 な く と も １ つ の 第 ３ の 予 燃 焼 室 を 有 す る 、 と い う 有  
利 な 実 施 形 態 が 提 案 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ の 予 燃 焼 室 か ら 流 出 す る 燃 焼 エ ネ ル ギ ー を  
さ ら に 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 第 ３ の 予 燃 焼 室 は 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 よ り 大  
き な 容 量 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 の 有 利 な 一 実 施 形 態 で は 、 装 置 は 、 ｋ ≧ １ の 数 の 予 燃 焼 室 を 有 し 、 予 燃 焼 室 は 、 特 に  
円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 上 述 の 予 燃 焼 室 の 周 囲 に 延 在 し て い る 。 例 え ば 、 予  
燃 焼 室 シ ス テ ム は 、 ４ つ ま た は ５ つ の 予 燃 焼 室 が 備 え ら れ て い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 第 ｋ の 予 燃 焼 室 は 、 第 ｋ － １ の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る よ う に 形  
成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 内 に 配 置 さ れ て い る 予 燃 焼 室 の 容 量 は 、 好  
ま し く は 、 内 側 か ら 外 側 に 拡 大 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 型 の 内 燃 機 関 で は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 内 の 空 燃 比 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に （ い わ ゆ  
る ラ ム ダ コ ン ト ロ ー ル ） 、 第 １ の 予 燃 焼 室 の 寸 法 は 極 め て 小 さ い 。 有 利 な 一 発 展 形 態 で は  
、 し た が っ て 、 本 装 置 は 、 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 燃 料 噴 射 ノ ズ ル 、 を 有 し 、 そ の 燃 料 噴 射 ノ  
ズ ル は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 予 燃 焼 室 の い ず れ か の 中 に 延 在 し て い る  
よ う に 配 置 さ れ て い る こ と が 提 案 さ れ る 。 多 段 式 予 燃 焼 室 シ ス テ ム を 導 入 す る こ と に よ っ  
て 、 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 本 装 置 の 燃 料 噴 射 ノ ズ ル 、 を 大 型 の 予 燃 焼 室 内 で 位 置 決 め す る こ  
と が で き 、 こ れ に よ り 、 有 利 に 、 局 所 的 な 空 燃 比 を 効 率 的 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き  
る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 燃 料 噴 射 ノ ズ ル 、 の 様 々 な 組 合 せ と 、 異 な る 数 の 予 燃 焼 室 を 基 本 的  
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に 考 慮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 有 利 な 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 は 、 少 な く と も 部 分 的 に 円 錐 状 に 形 成 さ れ  
て お り 、 少 な く と も 部 分 的 に ‐ 燃 焼 室 の 方 向 に ‐ 内 側 か ら 外 側 へ 先 細 り に な る よ う に 成 形  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 と 、 場 合 に よ っ て は 、 既 存 の 他 の 予 燃 焼 室 は 、 燃 焼 室 内 に  
拡 張 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 円 錐 台 状 の 代 わ り に 、 予 燃 焼 室 は 、 別 の 形 状 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 内 燃 機 関 は 、 請 求 項 ８ に よ っ て 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
装 置 を 有 す る こ と に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 内 燃 機 関 の 燃 焼 シ リ ン ダ ー の 一 部 を 通 る 縦 断 面 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 内 燃 機 関 １ ０ ０ の 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ の 一 部 を 通 る  
縦 断 面 を 示 す 添 付 の 図 １ を 参 照 し た 、 好 適 な 実 施 例 の 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か に な る 。 図 １  
で は 、 内 燃 機 関 １ ０ ０ の 唯 一 の 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ の み が 示 さ れ て い る が 、 通 常 は 、 そ の よ  
う な 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ が 複 数 装 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ は 、 燃 焼 室 ３ を 画 定 し 、 そ の 中 で ピ ス ト ン ４ は 、 軸 方 向 に 第 １ の （ 下  
） 死 点 か ら 、 図 １ で 示 す よ う に 、 第 ２ の （ 上 ） 死 点 に 、 お よ び そ の 逆 に 移 動 可 能 で あ る 。  
燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ は 、 吸 気 バ ル ブ ７ が 中 に 配 置 さ れ て い る 吸 気 マ ニ ホ ー ル ド ５ と 、 排 気 バ  
ル ブ ８ が 中 に 配 置 さ れ て い る エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド ６ と 、 に 流 体 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ は 、 第 １ の 収 容 部 ９ ０ お よ び 第 ２ の 収 容 部 ９ １ が 中 に 形 成 さ れ て い る  
シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ９ を 有 す る 。 第 １ の 収 容 部 ９ ０ 内 に は 、 第 １ の 燃 料 噴 射 手 段 １ ０ 、 特 に  
燃 料 噴 射 ノ ズ ル 、 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ れ に よ っ て 、 内 燃 機 関 １ ０ ０ の 作 動 中 に 燃 料  
を 燃 焼 室 ３ に 噴 射 す る こ と が で き る 。 吸 気 バ ル ブ ７ が 開 か れ て い る 状 態 の と き 、 燃 焼 室 ３  
内 で 易 燃 性 の 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ ０ は 、 さ ら に 、 燃 焼 シ リ ン ダ ー ２ の 燃 焼 室 ３ 内 に 、 易 燃 性 の 燃 料 と 空 気 の  
混 合 気 に 点 火 す る こ と が で き る 、 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の 装 置 １ を 有 す る 。  
燃 料 と 空 気 の 混 合 気 の 燃 焼 時 に 発 生 す る 燃 焼 排 気 ガ ス は 、 排 気 バ ル ブ ８ が 開 い て い る 状 態  
の と き 、 エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド ６ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 で は 、 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 に 点 火 す る た め の 装 置 １ に つ い て の 詳 細 を 詳 し く 説 明 す  
る も の と す る 。 装 置 １ は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ が 中 に 形 成 さ れ て い る 予 燃 焼 室 ハ ウ ジ ン グ  
１ １ を 有 す る 。 さ ら に 、 装 置 １ は 、 予 燃 焼 室 ハ ウ ジ ン グ １ １ 内 に 取 り 付 け ら れ て 、 第 １ の  
予 燃 焼 室 １ ２ に 至 る 点 火 装 置 １ ３ 、 特 に 点 火 プ ラ グ を 有 す る 。 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ は 、 部  
分 的 に 円 錐 状 に 形 成 さ れ て お り 、 部 分 的 に 内 側 か ら 外 側 に ‐ し た が っ て 、 燃 焼 室 ３ の 方 向  
に ‐ 先 細 に な っ て い る よ う に 成 形 さ れ て い る 。 予 燃 焼 室 ハ ウ ジ ン グ １ １ の シ リ ン ダ ー 接 続  
部 分 １ ４ は 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ９ の 第 ２ の 収 容 部 ９ １ 内 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 部 分 的 に  
燃 焼 室 ３ 内 に 延 在 し て い る 。 そ の 場 合 、 予 燃 焼 室 ハ ウ ジ ン グ １ １ の シ リ ン ダ ー 接 続 部 分 １  
４ に よ っ て 封 入 さ れ る 容 量 は 、 予 燃 焼 室 １ ２ の 総 容 量 の 一 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 装 置 １ は 、 さ ら に 、 予 燃 焼 室 ハ ウ ジ ン グ １ １ の シ リ ン ダ ー 接 続 部 分 １ ４ の 周 囲 、 ひ い て  
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は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ の 周 囲 に 延 在 す る よ う に 、 燃 焼 室 ３ 内 に 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ を 有  
す る 。 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ は 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て お り 、 シ リ ン ダ  
ー ヘ ッ ド ９ か ら 出 発 し て 燃 焼 室 ３ 内 に 拡 張 す る よ う に 成 形 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 第 ２  
の 予 燃 焼 室 １ ５ は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 装 置  
１ は 、 さ ら に 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ の 周 囲 に 延 在 し て い る 第 ３ の 予 燃 焼 室 １ ６ を 有 す る 。  
第 ３ の 予 燃 焼 室 １ ６ は 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 同 様 に 、 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の  
予 燃 焼 室 １ ５ か ら 出 発 し て 燃 焼 室 ３ 内 に さ ら に 拡 張 す る よ う に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ リ ン ダ ー 接 続 部 分 １ ４ の 下 部 領 域 に お い て は 、 燃 焼 室 ３ 内 で 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ と 第  
２ の 予 燃 焼 室 １ ５ と の 間 の 流 路 接 続 部 を 使 用 す る こ と が で き る 複 数 の 流 路 チ ャ ネ ル １ ４ ０  
が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ は 、 下 部 領 域 に お い て 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ と 第  
３ の 予 燃 焼 室 １ ６ と の 間 の 流 路 接 続 部 を 使 用 す る こ と が で き る 複 数 の 流 路 開 口 部 １ ５ ０ を  
有 す る 。 さ ら に 、 第 ３ の 予 燃 焼 室 １ ６ は 、 下 部 領 域 に お い て 、 第 ３ の 予 燃 焼 室 １ ６ と 燃 焼  
室 ３ と の 間 の 流 路 接 続 部 を 使 用 す る こ と が で き る 複 数 の 流 路 開 口 部 １ ６ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 導 入 目 的 お よ び 使 用 目 的 に 応 じ て 、 同 様 の 方 法 で 、 第 ３ の 予 燃 焼 室 １ ６ に 第 ４ の 予 燃 焼  
室 が 、 お よ び 場 合 に よ っ て は 、 好 ま し く は 、 同 様 に 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ  
上 述 の 予 燃 焼 室 よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 、 更 な る 予 燃 焼 室 が 接 続 さ れ て い る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の ３ つ の 予 燃 焼 室 １ ２ 、 １ ５ 、 １ ６ を 備 え た 装 置 １ の 予 燃 焼 室 シ ス テ ム は 、 受 動 的  
に 作 動 す る 。 こ れ は 、 ３ つ の 予 燃 焼 室 １ ２ 、 １ ５ 、 １ ６ の う ち い ず れ か で は 直 接 燃 料 噴 射  
が 行 わ れ な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で は 明 示 さ れ て い な い 一 発 展 形 態 で は 、 装 置 １ 自 体 は 、 同 様 に 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に  
燃 料 噴 射 ノ ズ ル 、 を 有 し 、 そ の 燃 料 噴 射 ノ ズ ル は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ よ り 大 き な 容 量 を  
有 す る そ れ ぞ れ の 予 燃 焼 室 １ ５ 、 １ ６ に 至 る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ る 。 と  
り わ け 、 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 燃 料 噴 射 ノ ズ ル は 、 第 ２ の 予 燃 焼 室 １ ５ に 至 る よ う に 配 置 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ ０ の 作 動 中 、 こ の 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 燃 料 噴 射 ノ ズ ル は 、 該 当 す る 予 燃 焼  
室 １ ５ 、 １ ６ に 燃 料 を 噴 射 す る こ と が で き る 。 こ の 変 形 形 態 で は 、 し た が っ て 、 装 置 １ は  
、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ よ り 大 き な 容 量 を 有 す る 予 燃 焼 室 １ ５ 、 １ ６ 内 で 能 動 的 燃 料 噴 射 に  
よ っ て 作 動 す る 。 こ れ に よ り 、 有 利 に は 、 該 当 す る 予 燃 焼 室 １ ５ 、 １ ６ 内 で 、 燃 焼 室 ３ よ  
り リ ッ チ な 混 合 気 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 従 来 型 の 内 燃 機 関 で は 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ 内 の 空 燃 比 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に （ い  
わ ゆ る ラ ム ダ コ ン ト ロ ー ル ） 、 第 １ の 予 燃 焼 室 １ ２ の 寸 法 は 極 め て 小 さ い 。 好 ま し く は 、  
大 型 化 し た 容 量 を 備 え た 、 複 数 の 直 列 接 続 の 予 燃 焼 室 １ ２ 、 １ ５ 、 １ ６ を 有 す る 多 段 階 式  
予 燃 焼 室 シ ス テ ム に よ っ て 、 燃 料 噴 射 手 段 、 特 に 装 置 １ に 割 り 当 て ら れ て い る 燃 料 噴 射 ノ  
ズ ル を 大 型 の 予 燃 焼 室 １ ５ 、 １ ６ に 位 置 決 め し 、 局 所 的 な ラ ム ダ コ ン ト ロ ー ル 値 を 効 率 的  
に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 最 終 的 に は 、 具 体 的 な 用 途 に 応 じ て ‐ 燃 料 噴 射 手 段 の 全 く 異 な る 組 合 せ と 複 数 の 予 燃 焼  
室 １ ２ 、 １ ５ 、 １ ６ が 可 能 で あ る こ と が 見 て と れ よ う 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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